






























































































































　狭義の心理学が経験科学として哲学の領域から独立したのは 19 世紀後半であるが 5、
それとほぼ同時期から「性差」6 にもとづき男女の能力や行動特性の違いを明らかにしよ
6 臨床哲学 15-2 号




























　その後 1970 年代に入ると、1960 年代後半に始まった女性解放運動の刺激を受け心理
学にもフェミニズムの視点が芽生え、生物学的性（sex）に代わり心理・社会的性を意味







研究が Maccoby & Jacklin の『性差心理学』（1974）である。伊藤によれば、1960 年代
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レビューしたメタ分析を行っている。その結果、80 の研究における 152 のサンプル（計 10,637 人








性が男性よりも配慮指向（care orientation）を用い、男性が女性よりも公正指向 (justice orientation)
を用いる傾向があるというギリガンの主張を検証するために、２つの道徳指向の性差に関し約 20 年
にわたり蓄積された 113 の実証研究を概観し、変数を補正したメタ分析を行っている。その結果、配





























9　　伊藤によれば、Maccoby & Jacklin の研究の結果、性差がみられたのは、女子の言語能力の優位性お
よび男子の視覚的空間認知能力・数学能力・攻撃性の優位性のみで、その他の特性・領域については、
いずれも性差が確立していないか、どちらとも言えないものであった（伊藤，1984:23）。






















16    品川は、ギリガンが『もうひとつの声』の末尾で示した「結婚の比喩」よりも、後の論文（1987）で
示した「反転図形の比喩」のほうが適切であり、「ひとりの人間における統合をもって成熟とする前
提はもはやない」のだから、複数の人間による対話において２つの倫理の相補的な関係を築くことが
できるとみている（品川，2007:163-164）。筆者の見解では、２つの比喩のあいだでギリガンの見解
が変化・修正されたわけではなく、ひとりの人間においてケアと正義双方の見方をもつことを成熟と
みる視点はギリガンにおいて維持されており、本稿は成熟の観点からみた２つの倫理の関係を重視す
るものである。
